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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・正三角形の辺や角の性質を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・三角形の合同に着目して，対応する辺や角が等しいことを証明する学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・同じ考え方で証明できる問題に条件替えをする経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・二等辺三角形になる条件を用いる問題づくりを学習している。





≪学習問題≫


点Ｃを共有し点Ｂ，Ｃ，Ｅが一直線上に並ぶ正三角形ＡＢＣ，ＤＣＥにおいてＡＥ，ＢＤを結ぶとき，いえそうなことは何だろうか。





≪定着・活用問題≫
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②見通し:等しくなる辺や角がいくつも見つかりそうだ。


→合同な三角形に着目すれば，すべて証明できそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには








②学習課題:△ＡＣＥ≡△ＢＣＤを証明して，予想した辺や角が等しいことを証明しよう。


仕方を，計算や図を使って





③個人追究:等しい辺や角を見つけて追究し，証明を考える。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「∠ＡＣＥ＝∠ＢＣＤの説明に共通していることは何か？」


→「等しい角をたしたりひいたりしたもの同士は等しいことを利用して説明している。」





④共同追究後半（思考を深める）


「この図以外でも，同じような証明ができるような図をかけないだろうか？」


→「正多角形ならば，辺や間の角が等しいので証明できる。」


「△ＤＣＥを，Ｃを中心に回転させても，辺や間の角の等しさは保たれるから証明できそうだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・三角形の合同に着目して，等しい辺や角をいくつも証明できた。


・合同の証明に必要な辺や角の等しさを保てば，図を替えても同じ証明ができる。





⑥定着･活用問題


右の図のように，学習問題の△ＤＣＥを，


Ｃを中心に時計回りに回転させる。


このときも，ＡＥ＝ＢＤとなることを証


明しなさい。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・予想の証明を△ＡＣＥ≡△ＢＣＤの証明に焦点化させる場面で，△ＡＣＥ≡△ＢＣＤに直接かかわらないものについては，合同の証明後に考えるように伝え，追究の範囲を広げすぎないように配慮する。


・条件替えについての経験があまりない場合は，図形を替える，位置を替えるなど条件替えの仕方を例示する必要がある。





【板書計画】








